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社会福祉法人中央共同募金会 

倫理・コンプライアンス規程 

 

 

（基本的人権の尊重） 

第１条 社会福祉法人中央共同募金会（以下、「本会」という。）は、すべての人の基本

的人権を尊重するとともに、差別や個人の尊厳を傷つける行為をしてはならない。 

 

（法令等の遵守） 

第２条 役職員及び評議員は、法令、本会定款及び本会が定める規程等を遵守し、社会

的規範にもとることなく、誠実に職務を遂行し、適正に事業を運営しなければならな

い。 

２ 本会は、反社会的勢力との一切の取引を行ってはならない。 

 

（私的利益追求の禁止） 

第３条 役職員及び評議員は、その職務や地位を自己又は第三者の私的な利益の追求の

ために利用してはならない。 

 

（特別の利益を与える行為の禁止） 

第４条 役職員及び評議員は、特定の個人又は団体の利益のみの増大を図る活動を行う

者に対し、寄付その他の特別の利益を与える行為を行ってはならない。 

 

（利益相反等の防止） 

第５条 本会は、利益相反を防止するとともに、本会定款に定める役職員資格の確認に

努め、本会情報公開規程に基づき必要な情報の開示を行わなければならない。 

２ 本会は、利益相反防止のため、役職員及び評議員に対して定期的に「利益相反に該

当する事項」について自己申告させるとともにその内容を確認し、必要な是正措置を

講じなければならない。 

３ 助成事業等の実施にあたっては、役職員及び評議員その他の事業協力団体の関係者

に対し、特別の利益を与えないよう留意しなければならない。 

４ 助成事業等の実施にあたっては、外部委員による審査委員会等を設け、助成金を拠

出する活動団体との間の利益相反等を防止しなければならない。 

５ 役職員及び評議員は、助成金を拠出する活動団体から金銭、物品、またこれらに類

する贈与、便宜等を受けてはならない。 

 

（情報開示及び説明責任） 

第６条 本会は、その事業活動に関する透明性を確保するため、その活動状況、運営内

容、財務資料等を積極的に開示し、社会の理解と信頼の向上に努めなければならない。 
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（個人情報の保護） 

第７条 本会は、本会「個人情報の取扱いに関する規則」に基づき、業務上知り得た個

人的な情報の保護に万全を期さなければならない。 

 

（コンプライアンス） 

第８条 本会に、コンプライアンスに関する組織として以下のものをおく。 

 （１）コンプライアンス担当理事 

 （２）コンプライアンス委員会 

 （３）コンプライアンス統括部門 

２ コンプライアンス担当理事は、本会業務執行理事とする。コンプライアンス担当理

事は、コンプライアンス全般に関わる事項を所管し、理事会において定期的に状況を

報告する。 

３ コンプライアンス委員会は、コンプライアンス担当理事、本会事務局長、本会「内

部管理体制の基本方針」に定める内部監査担当者、各部長及び外部有識者を委員とし

て構成し、本会のコンプライアンスに関わる施策の検討及び実施、違反事例への対応

を行う。 

４ コンプライアンス統括部門は本会総務企画部とし、コンプライアンス担当理事の指

示により関連施策を実施する。また、コンプライアンスに関わる事項を定期的かつ必

要に応じコンプライアンス担当理事に報告する。 

５ コンプライアンスに違反する事例が発生した際には、前項のコンプライアンス組織

において原因究明及び再発防止策を策定するとともに、違反に関わった者の厳格な処

分を行い、これらの内容を公表する。 

 

（改 廃） 

第９条 この規程の改廃は、理事会において行う。 

 

 

附 則 

この規程は、令和元年７月２５日から施行する。 

令和２年２月２５日 一部改正 

令和 7年４月１日  一部改正 

 


